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論文要旨

論文題目

A Modified Carbapenem Inactivation Method, CIMTris, for 

Carbapenemase Production in Acinetobacterand Pseudomonas Species. 

（アシネトバクター属菌およびシュードモナス属菌におけるカルバペネ

マーゼ検出法、カルバペネム不活化法、 CIMTrisの考案）

氏名 t-r,. 也弄平 噂
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【I背 I景 1】I力 IIレ|バ |ぺ |ネ |ム |系 |抗 |菌 |薬 |は |広 |い |抗 |菌 |ス

ペクトラムを有し、 感染症診療においては最

1i Iの |切 |り |札 |と |し1て 1使 l用 |さ |れ |る l重 1要 lな l抗 1菌 l薬 lで

あ Iる Iヵ、 1、 |近 |年|、 |ヵ |ル |ハ |べ |ネ |ム 1系 1抗 I拍 1薬 Iな Iと 1の

様々な抗菌薬に対する多剤耐性グラム陰性棒

菌の拡散と増加が世界的問題となっている。

グラム陰性梓菌におけるカルバペネム系抗菌

薬 Iの 1耐 1性 1機 1序 Iと1し1て 1、 |ヵ |ル |ハ |べ |ネ |マ I-Iゼ I産 1生

や外膜タンパクの変異 欠損 薬剤排出ポIン

プの機能充進などが報告されている。 特に、

ヵ 1ノレ I ノ~ 1 べ| ネ| マ I -I ゼ| は| そ| の| 耐 |性| 迫| 伝| 子| 力~ I プ |ラ| ス

-、、 II、I上 |に |存 |在 |す― |る |た |め 1菌 1種 Iを 1超 |ぇ |て 1伝 1播 Iす Iる

ことが知られており 本酵素の早期検出が治

感染症治療のみならず、 感染対策上も極めて

重 I要 ！であ |る |。 し1カ、 1し1、ア |シ |ネト 1バ Iクタ I-I屈 ！菌

か I主 1に 1産 |生 |す |る I0~ I 型 | ヵ | ル | ハ | べ | ネ | マ 1 - 1 ゼ | は I 既

存の検出法ではその感度が低いことが報告さ

れており 臨床検査室で迅速かつ正確に検I出

す Iる 1検 1査 |法 |が |求 |め Iら 1れ |て |い |る |。今 1回、 1我 1々 Iは

ア I シ I ネ | 卜 | バ | ク | 夕 I ~ I 属 | と | 緑 | 膿 | 菌 | 群 | を | 対 | 象 | に |
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t り世 Inrcti~atiorMjtho1 Tri1 (CirtTr[s) Iを|考|案|し|た|。 1【I方

l去1】シ ―-Iクエ ン1ス1解|析|に|て|ヵ|ル|バ|べ|ネ|マ1-1ゼ

の1追!I伝|子|型|が|明|ら|か|に|さ|れ|て|い|る|ア|シIネIl、|ハ

ク I 夕 I ~ I 属 1 菌 I 441株I(IEP I型I3 I株1、I0~ I 型 31 1 株

NOMI型I31株|、1叫Ml型l+I0五I型I1 I株1、I非 1保 1有 1株
6株）と緑膿菌群 65株 (DM型 3株、 G S 型24

株、 I p 型 11株、 NM型 5株、 VI 型10株、

非 I保 I有 I株I121株I)Iを|対|象|と|し|た|。I C半灯斗isIは|以|下

のI通 IりI行 Iっiた1。|①I 1.5巳Iマ|ィ|ク|口|チ|ュI-Iブじ：
0.51M Ths-ItCl l:Juffe十(pり7.6)1400卜LIを|分|注|し|、I1叫LIル1-1プIを

用IいIてI対1象1菌1株Iを1懸に1す|る|。② 10 I ,....., I 15 I秒 I混 I和

す|る|。1③ |メ|口|ぺ|ネ|ム|デ|ィ|ス|クI(1gμg) IをI各 Iチlユ

プ1にI1 I枚|ず|つ|加|ぇ|る|。1④ 1351℃ |てI2 I時1間1静1置 Iす

る1。I⑤ |マ|ク|フ|ァI-Iラ|ン|ドINo.~.5 1 に 1 調 1 整 | し I tこ 1 大 I 腸

菌 1 標 1 準 1 菌 1 株 1 吋Tcg259~2) Iを|ミ|ュ|ラ1-1ヒIンI卜IンI寒I天

t音|地|に|接|種|す|る|。I⑥ |メ|口|ぺ|ネ|ム1デIィIスIクIを

10J1L I JレI-Iプ|を1用|い|て|懸l濁 1液 I中I力"Iら1取 Iり1出Iし

⑤ のミュラ ヒント ン寒天培地上に接地する 。

⑦ 35℃ で 18時間培狸後、 判定する 。判定は

~f ~ I rこ1従|っ|た|。|ヵ|ル|バ|ぺ|ネ|マI-Iゼ 1検 1出 I法
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と1しIて I従 I来 |報 |告 |さ|れ |て |い |るImrdifiEd CドMlを|対 |象 |法

と1しIた 1。 |【1結果 I1 ic1りTrislの |メ |口 |べ |ネ |ム |デ |ィ |ス |ク
とIの I反 I応時間の検討では、 反応時間を 2 時間

と1した場合 アシネトバクタ

属 I菌 |で I93)1% I、 1緑 1膿 1菌 Ii詳|て I10e% Iて |ぁ |っ |た |。 Iそ Iれ

にI対し、 反応時間を 4 時間とした場合、 1ヵ Iル

ハ Iぺ Iネ Iマ Iーゼ 1非 I産生 Iアシネ I卜1ハク 1ター I属 1曲 Iに

おいて 陽性反応を示した株は 4 株

(26. %)と増加し、 緑膿菌群では 12株すべてが偽

陽性となった。 よって CI Trisにおけるメロ ペ

ネ |ム |デ |ィ |ス |ク |と |の I反 I応 1時 1間 |は I2 I時 1間 Iと1しItこ1。

の感度は 451% 、 特異度は 10%であっ

た 1。 |そ |れ |に |対 |し|て |、 I我 1々 |の I考 1案 |し|た ICド丘↓；―|の

感度は 9 6% 、 特異度 926% であった 。 特に、

OXA I型 |ゃ IG~S I型 |ヵ |ル |ノ、ぺ |ネ |マ 1-1セ |の 1検 1出 1能 Iに

11 I有 1意 |な |差 |か |み |ら|れ |た |。 |【|結 |論 |】 |ア |シ Iネ I卜1ハ

クl夕 1-j属 1菌lや 1緑 1膿 l菌 |群:Iの 1産 I生 iす Iる |ヵ |ル |ハ |ベネ

マ 1 ~ 1 ゼ | を | 迅 I 速 | か | っ | 正 | 確 | 、 I 安 | 価 | に | 検 | 出 | す | る | 方 l 法

と|し|て |、IdM吋isIは1有1用 1でlぁIるlと1考 Iぇlら1れlたI。
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